
令和３年度 東海農政局入札等監視委員会 第３回定例会議 審議概要 
                                       （Web 掲載:令和４年 1 月 28 日） 

開催日および場所 令和 3 年 12 月１６日（木曜日） 東海農政局 第１会議室 

委員 

 

川合 伸子（弁護士）、内藤 公士（公認会計士・税理士）、 

豊田 雄二郎（中日新聞社論説委員）、 

審議対象期間 令和３年７月 1 日～９月３0 日 

審議対象案件 

 

    67 件 

 新規  61（うち、1 者応札案件 33 件） 

         （うち契約の相手方が公益社団法人等の案件 0 件） 

         変更  6（うち、当初１者応札案件 3 件） 

抽出案件 

 

 

   ５件（新規 3、変更 2） （抽出率 7.5％） 

 うち、当初 1 者応札案件 4 件 （抽出率 12.1％） 
         契約の相手方が公益社団法人等の案件 0 件（抽出率 0％） 
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一般競争 

 

    2 件  うち、１者応札（提案）案件 1 件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

 

指 

名 

競 

争 

 

公募型指名競争 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

工事希望型競争 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

その他の指名競争 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

随意契約 

 

   0 件  うち、１者応札案件 0 件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務 

 

一般競争 

 

    2 件  うち、1 者応札（提案）案件１件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

 

指 

名

競 

争 

 

公募型競争 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

簡易公募型競争 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

その他の指名競争 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

 

 

公募型プロポーザル 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 



 

 

 

随 

意 

契 

約 

 

簡易公募型プロポーザル     １件  うち、１者応札（提案）案件 1 件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

標準型プロポーザル 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

その他の随意契約 

 

   ０件  うち、１者応札案件０件 

                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 
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一般競争 

 

    1 件  うち、１者応札（提案）案件 1 件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件 0 件 

指名競争 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

随意契約（企画競争・公募） 

 

   ０件  うち、１者応札（提案）案件０件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

その他の随意契約 

 

     0 件  うち、１者応札案件 0 件 
                契約の相手方が公益社団法人等の案件０件 

（特記事項） 
 
 
 
委 員 か ら
の意見・質
問、それに
対 す る 回
答等 
 

 
意見・質問 

 
回答等 

１  濃尾用水地区 
 「犬山頭首工管理所自家用発電

機他点検整備工事」（当初） 
 

 
 
 

・管理所に２台、左岸取入に１台あ
るが、いつ頃に設置した設備か。 
また、通常の点検の頻度は。 

 

・平成 18 年から 19 年度に設置したものです。管理所の
方が早く設置された。 
 点検は、月１回の定期点検の他、電気保安協会が行っ
ている。 
 

・当該工事は通常の点検でない点検
を行うのか。 

 

・令和２年に、設備を設置した業者から経過年数を踏ま
え詳細な点検を提案されて、点検整備を実施するもの。 

・設備の稼働実績は。 
 

・落雷等の停電時に稼働するものであり、把握していな
い。 
 

・随意契約で行う内容ではないの
か。 

 

・他の業者でも行える作業であることから、一般競争で
行うべきと考えている。 
 

２ 防災情報ネットワーク 
「IP カメラ設置その３工事」（当

初） 
 

 

・目的と他の施設の整備状況は。 
 

・これまでは管理所の職員だけで監視をしているが、こ
のカメラにより農水省担当者等も遠方監視ができるよう
にするもの。 
 昨年度に他の施設で、その１工事、その２工事を実施
しており、管内では本工事が最後である。 



 
・一般者は、見られるのか。 
 

・パスワードが必要で、一般者は見ることはできない。 
 

・カメラの設置により管理者を減ら
せるのか。 

 

・管理者の人員を減らすことはできない。管理者以外も
監視することにより安全度が向上する。 
 

・なぜ、カメラを昨年購入して今年
の工事で設置することになったの
か。 

 

・今年の工事にすべてを含める計画だったが、昨年の予
算に余裕ができたためカメラの調達を先行した。 

３ 矢作川総合第二期地区 「明治
用水頭首工右岸魚道遡上調査業
務」（第 1 回変更） 

 

 

・変更理由が遡上のピークが来て調
査回数を増やしたとあるが、アユ
の遡上は毎年のことであり、当初
からわかっているのでは。 

 

・アユの遡上はシーズン全体で 50 万匹から 130 万匹と
ばらつきがあり、少ない場合を想定して当初契約をした。 

頭首工に 2 つある魚道の内、今年は工事のため右岸魚
道１つで遡上させたことから1日1万匹以上の遡上のピ
ークとなった。 

 
・アユの遡上にもし影響があった場
合には、対策をとることはできた
のか。 

 

・工事中であるが、左岸魚道も確実に流して両方をでき
るだけ使うような対応になると想定される。 

・調査結果は、何らかの形で公表し
ているのか。 

 

・豊田市が上流２か所ほどで調査を行っており、そちら
に提供している。 

４ 令和３年度 濃尾用水地区 
「犬山頭首工管理業務」（第 1
回変更） 

 

 
 

・過去に他社の応募例はあるのか。 
 

・近年において、応募例はない。 
 

・他の業者でやれるよう条件変更と
かは可能なのか。 

 

・アンケートで、「履行できるかリスクがある」、「人
員の確保が困難」とあるが、堰の管理であり、内容を変
えることは困難。なお、他の業者でも実施することは可
能と考えている。 

 
５ 「既存ダム洪水調節機能検討業
務」 
 

 

・洪水調整可能容量は、単純な計算
式でできるのではないのか。 

 

・羽生ダム地点のデータで行っているものに１箇所デー
タを増やして、精度を高めるため。 

 
・落札した業者は他でも同様な業務
を行っているのか。 

 

・この社は、このような流入予測とかは得意な分野だと
思う。 

・アンケートに「発注予定情報の段
階で業務分野や特別仕様書作業内
容の概要程度が示されると、入札

・概要等をお知らせすることは必要と考えており、今後
検討していきたい。なお、発注予定情報の段階である
と、業務内容が変わる可能性があり、留意が必要。 



参加意思の検討がしやすい。」と
あるが。 

 

 

  委員会による意見の具申又は勧告の内容      
〔これらに対し部局⾧が講じた措置〕 
 

 特になし 
    － 

事務局:東海農政局総務課 
 (注) 公益社団法人等とは、公益社団法人又は公益財団法人（一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び 
  公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第４２条第１項に規定する特例社団法人又は 
  特例財団法人を含む。）をいう。 

 


